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未来シナリオシミュレーションとは
日立製作所と京都大学が2016年に開設した「日立京大ラボ」によって開発された技術。指標間の因果関係を定義した
「因果連関モデル」をもとに、起こりうる未来シナリオを列挙することができます。
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未来シナリオシミュレーションの実績

未来シミュレーション→総合計画へ反映

長野県の総合計画「しあわせ信州創造プラン3.0」では、AIシミュレーション
結果が掲載され、総合計画の基礎材料の一つとして位置付けられています。

長野県の総合計画への反映

未来シミュレーション→総合計画へ反映

日本の未来をシミュレーション

「多極集中型社会」

「2050年に日本は持続可能か」という大きな問いをたてて、持続可能である
ためには何が重要かをシミュレーションしました。今後の日本社会は、集中と
分散がうまく組み合わさった「多極集中型社会」が望ましい、という結果が示
されました。
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• その地域を表現する指標同士の因果関係を
定義した「モデル」を基に

• 2万通りのシミュレーションをして

• 目指す未来像やそのために必要な政策の

方向性を検討する

ための技術です

簡単に言うと・・・

未来シナリオシミュレーションとは（簡単に）
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高齢者数

要介護認定者数

健康寿命

高齢者が増えると、要介護に
なる人は増える
＝正の因果関係

要介護の人が増えると健康
寿命は下がる
＝負の因果関係

因果連関モデルとは
因果連関モデルとは、指標間の因果関係の集合です。因果関係の正負の他に、複数の係数を設定します。
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壱岐市版因果連関モデルの開発
11分野で194個の指標において、市民含めたワークショップにて定義した因果関係をベースに、631本の因果モデルを
作成。データからの回帰分析結果や生成AI等を活用し、定量・定性の両面から作業を行いました。

指標 因果関係

194指標 631本

① 因果関係定義ワークショップにて定義した因果関係

② 生成AIに指標の意味をインプット
し導出させた定性的な因果関係

観光

医療・福祉 商業 漁業

行政・行財政

教育 農業 建設

人口 市民生活 地域交通

11分野

健康寿命

幸福感

総人口

エンゲージメント
パートナー企業数

小中学校の数

観光消費額 etc.

③ 実績データを回帰分析すること
で導出した定量的な因果関係
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レポート等

論文データ

生成AIの活用
因果連関モデルの係数設定にも、生成AIを活用することで、膨大な知識の取得や複雑な計算を実施しました。

統計データ

・
・
・

インターネット上の様々な情報 生成AI 係数設定

A→Bの因果関係

線形係数：影響度

遅延係数：反映までのラグ
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未来を変えるための条件設定

「壱岐新時代プロジェクト」において掲げている新たな施策を、今後実現していくと壱岐はどうなるのか？
以下の政策が行われた前提でシミュレーションしました。

ウォーカブルな
まちづくりの推進

遊休資産の活用

体験型観光の促進

海業の推進

移住推進

空き家対策

地域外企業との
連携促進

小中一貫校の推進
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シミュレーション結果



01

02

03

目指すべき未来像はどのようなものか？

どうすればありたい未来が実現するのか？

壱岐新時代ＰＪＴで人口減少を抑えられるのか？

シミュレーション結果のまとめ方
壱岐市における未来シナリオシミュレーションの結果から、①壱岐新時代プロジェクトを実施することで人口減少
を抑えることができるのか、②目指すべき未来像はどのようなものか、③どうすればありたい未来が実現するのかの
3つの観点から整理しました。
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①人口減少を抑えられるのか？
壱岐市の現人口は約2.3万人ですが、社人研によると2050年には約1.3万人（-42%）になると予想されています。
今回のシミュレーションにより、壱岐新時代プロジェクト実施による人口減少の抑制効果は、以下のように分析できました。

シミュレーション結果（施策実施前提）

総人口
-29％～-35％ ※現在比

自然増減 30％改善 ※現在比

社会増減 300％改善 ※現在比

（社会増の達成）

現状・将来予測

■現状
総人口：約2.3万人
自然増減：-386人 ／ 社会増減：-209人

施策実施を前提としない（何も条件を付けない）シミュレーションの場合、総人口
の減少率は50%前後と予測。当然ながら自然増減／社会増減も大きく変化せず、
社会増達成シナリオは出現しない。

<補足>

プロジェクト実施による人口減少の抑制効果を確認

24,948 

22,451 

20,311 

18,335 
16,532 

14,828 
13,199 
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15,000
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30,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

－42%

■社人研の人口予測
（社人研予測よりも3,000人以上改善）

約1.65万人 約1.5万人
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①人口減少を抑えられるのか？
最も良いシナリオでは、自然減改善・社会増達成のシミュレーション結果が導出されました。この未来シナリオでは
2046年から人口は増加傾向となり、2064年には人口2万人まで回復する結果が導出されています。

さらに、壱岐新時代プロジェクト以外の新規事業も迅速かつ積極的に実施することで、人口増への転換を前倒し
し、2050年人口2万人の達成を目指します。

4000人

6000人

8000人

10000人

12000人

14000人

16000人

18000人

20000人

22000人

24000人

2026 2028 2030 2032 2034 2036 2038 2040 2042 2044 2046 2048 2050 2052 2054 2056 2058 2060 2062 2064 2066 2068 2070

西暦（年）

人口推移（シミュレーション結果 vs 社人研予想）

2064年に2万人を達成

20000人

2046年に人口増に転ずる

※2050年以降の社人研予想は線形補完

社人研予想

シミュレーション結果
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②目指すべき未来像は？
未来シナリオシミュレーションの結果（生データ）をもとに、わかりやすいよう分野ごとの○△×表の形にまとめました。
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②目指すべき未来像は？
■代表指標を対象とした場合

シナリオ つながりのみなと あそびのみなと まなびのみなと くらしのみなと 人口

医療・福祉 商業 漁業 観光 教育 農業 インフラ・移住
（建設）

愛着・幸福度
(建設)

地域交通
(建設)

Gr1 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
Gr2 ○ × × ○ × × × △ △ △
Gr3 ○ △ × △ △ × △ △ ○ ×
Gr4 ○ × × ◎ × × ◎ △ △ ○
Gr5 ○ × × △ × × △ × △ ○
Gr6 ◎ △ × × × × △ △ △ ×
Gr7 ○ △ × × × × ◎ △ △ ×
Gr8 × × × ◎ × × ◎ × × ○

ー 総評 ー

◆現在の人口構成（少子高齢化）を基にしたシミュレーションであるため、約25年後の未来においては自然減が多く発生することは必然であり、いずれの
シナリオも総人口は減少傾向であるものの、全体的に自然増減・社会増減共に改善傾向にある。特にシナリオ1においては社会増を達成する結果となっ
ており、より長期的に見た際には、総人口が増加する方向になると思われる。

◆全体としても、シナリオ1がバランスがよく、農業・建設・観光の各産業の向上が見られ、地域への愛着や住みやすさを感じる人も増加し、市民生活の面で
もプラス面が多い。

◆シナリオ5～8は全体的に悪化傾向であり、避けるべきシナリオである。悪化シナリオとの分岐点は、2028年頃と予測されている。
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②目指すべき未来像は？
シナリオ 総評 総評 人口面

Gr1
◎

■全体良化型シナリオ
✓ 全体的に良化する面が多い。特に農業については女性や若手の就農者が増加し、市全体の地域経済の底上げに寄与している。
観光についても、宿泊日数の伸び悩みが課題としてありつつも観光客や消費額の増加が予測され、商業的にもプラスの面が多い。

✓ 地域への愛着や住みやすさを感じる人も増加し、市民生活の面でもプラス面が多く、2拠点居住者や移住者も増加傾向になる。
一方で、健康福祉面では課題も残り、それに影響を受けて市全体の幸福感が伸び悩む点に注意が必要。

自然増減数、社会増減数ともに現
状より良化していく。特に社会増減に
ついては大きく良化し、社会増を達成
できるレベルになる。

Gr2 × ■健康増進特化型シナリオ
✓ 健康寿命の延伸や要介護者の低下など、健康福祉の面では良いが、農業・漁業等の商業面では大きく悪化するシナリオ。
✓ 伝統文化への理解の低下や、壱岐に住み続けたいと思う人が減少するなど、市民生活面でも暗い雰囲気が読み取れる。

自然増減、社会増減ともに「減少」の
まま。特に自然増減については現状と
ほぼ変わらない。

Gr3 △ ■観光振興特化型シナリオ
✓ 自然や伝統文化を目的とした観光客が増加し、観光消費額が増加するなど観光面で良化するシナリオ。それにより市全体の所得
の向上（若い世代も含む）が最も高い。一方で、観光公害も多くなる点には注意。

✓ 観光面では良化するものの移住者増にはつながっていない点や、農業や漁業は悪化傾向にある点にも注意が必要。

自然増減、社会増減ともに「減少」の
まま。特に自然増減については若干
悪化する。

Gr4 〇 ■移住政策特化型シナリオ
✓ 外国人観光客や自然や伝統文化を目的とした観光客が増加し、滞在日数も増えて、観光消費額が増加するなど観光面で良化
するシナリオであるが、地域の所得向上にはつながらず、外貨を地域内で循環し切れていない。

✓ 移住者や2拠点居住者は増加傾向だが、住みやすいと思う人は減少し、島暮らしに盲目的な憧れを抱いた人が多く集まるイメージ。

自然増減、社会増減ともに回復する
ものの、「減少」のまま。

Gr5 × ■経済格差拡大型シナリオ
✓ 全体的に悪化傾向にあるシナリオ
✓ 漁業所得300万円以上を達成する経営体や、農業所得1,000万円以上を達成する経営体が増加するものの、市全体の所得
は低下するなど、一部で大きな成功を収める経営者が輩出される特徴はある。

自然増減、社会増減ともに回復する
ものの、「減少」のまま。

Gr6 × ■経済閉鎖型シナリオ
✓ 健康寿命の良化や生活保護者数の低下等、健康福祉の面では良化が目立つ一方で、観光を含む農業・漁業等の産業が悪化
し、所得も上がらない。

✓ 地域経済循環率は良化するが、見方を変えれば閉じた経済圏で閉鎖的な生活をしている雰囲気も読み取れる。

自然増減、社会増減ともに「減少」の
まま。特に社会増減については若干
悪化する。

Gr7 × ■島内インフラ特化型シナリオ
✓ 観光を含む農業・漁業等の産業が大きく悪化するシナリオ。
✓ 壱岐に住み続けたいと思う人や愛着を持つ若者、伝統文化を重視する風習も低下し、幸福度も大きく悪化する。

自然増減、社会増減ともに「減少」の
まま。特に社会増減については現状と
ほぼ変わらない。

Gr8 × ■オーバーツーリズム型シナリオ
✓ 外国人を含む観光客が増加、滞在日数も伸びて観光消費額も増加するなど、観光では多くのプラス面がある。一方で、地域経済
循環も低く、市民の所得には反映できていない。

✓ 市民生活の面でも、住みやすさや地域への愛着も低下傾向にある。

自然増減、社会増減ともに回復する
ものの、「減少」のまま。
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【各シナリオの詳細】

全体良化型シナリオ

✓ 全体的に良化する面が多い。特に農業については女性や若手の就農者
が増加し、市全体の地域経済の底上げに寄与している。観光についても、
宿泊日数の伸び悩みが課題としてありつつも、観光客や消費額の増加
が予測され、商業的にもプラスの面が多い。

✓ 地域への愛着や住みやすさを感じる人も増加し、市民生活の面でもプラ
ス面が多く、2地域居住者や移住者も増加傾向になる。一方で、健康
福祉面では課題も残り、それに影響を受けて、市全体の幸福感が伸び
悩む点に注意が必要。

✓ 島外＋島内の両面で良化するために、対外誘致や外貨獲得等の島外
面だけでなく、健康福祉等の島内面にも注力していく必要がある。

シナリオ１

総人口

社会増減自然増減

漁獲高

50歳代以下の

漁港組合員数

漁業就業者数

漁業所得300万

円以上に達し

た経営体数

50歳代以下の農業

従事者数

生産農業所得

新規就農者女性就農者

農業所得1000万円

以上の経営体数

壱岐市は住み

やすいところ

だと思う人

今後も壱岐市

に住み続けた

いと思う人

壱岐市への愛

着があると回

答した高校生

幸福感

人口 漁業 農業 市民生活

※シミュレーション結果を基に、各指標の変化を5段階で簡略化して表記
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【各シナリオの詳細】

健康増進特化型シナリオ

✓ 健康寿命の延伸や要介護者の低下など、健康福祉の面では良いが、
農業・漁業等の商業面では大きく悪化するシナリオ。

✓ 伝統文化への理解の低下や、壱岐に住み続けたいと思う人が減少する
など、市民生活面でも暗い雰囲気が読み取れる。

シナリオ２

総人口

社会増減自然増減

漁獲高

50歳代以下の

漁港組合員数

漁業就業者数

漁業所得300万

円以上に達し

た経営体数

50歳代以下の農業

従事者数

生産農業所得

新規就農者女性就農者

農業所得1000万円

以上の経営体数

壱岐市は住み

やすいところ

だと思う人

今後も壱岐市

に住み続けた

いと思う人

壱岐市への愛

着があると回

答した高校生

幸福感

人口 漁業 農業 市民生活

※シミュレーション結果を基に、各指標の変化を5段階で簡略化して表記
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観光振興特化型シナリオ

✓ 自然や伝統文化を目的とした観光客が増加し、観光消費額が増加す
るなど、観光面で良化するシナリオ。それにより、市全体の所得の向上
（若い世代も含む）が最も高い。一方で、観光公害も多くなる点には
注意。

✓ 観光面では良化するものの、移住者増にはつながっていない点や、農業
や漁業は悪化傾向にある点にも注意が必要。

シナリオ３

総人口

社会増減自然増減

漁獲高

50歳代以下の

漁港組合員数

漁業就業者数

漁業所得300万

円以上に達し

た経営体数

50歳代以下の農業

従事者数

生産農業所得

新規就農者女性就農者

農業所得1000万円

以上の経営体数

壱岐市は住み

やすいところ

だと思う人

今後も壱岐市

に住み続けた

いと思う人

壱岐市への愛

着があると回

答した高校生

幸福感

人口 漁業 農業 市民生活

※シミュレーション結果を基に、各指標の変化を5段階で簡略化して表記

【各シナリオの詳細】
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移住政策特化型シナリオ

✓ 外国人観光客のほか、自然や伝統文化を目的とした観光客が増加し、
滞在日数も増えて、観光消費額が増加するなど、観光面で良くなるシナ
リオであるが、地域の所得向上にはつながらず、外貨を地域内で循環し
きれていない。

✓ 移住者や2地域居住者は増加傾向だが、住みやすいと思う人は減少し、
島暮らしに盲目的な憧れを抱いた人が多く集まるイメージ。

シナリオ４

総人口

社会増減自然増減

漁獲高

50歳代以下の

漁港組合員数

漁業就業者数

漁業所得300万

円以上に達し

た経営体数

50歳代以下の農業

従事者数

生産農業所得

新規就農者女性就農者

農業所得1000万円

以上の経営体数

壱岐市は住み

やすいところ

だと思う人

今後も壱岐市

に住み続けた

いと思う人

壱岐市への愛

着があると回

答した高校生

幸福感

人口 漁業 農業 市民生活

※シミュレーション結果を基に、各指標の変化を5段階で簡略化して表記

【各シナリオの詳細】
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全体悪化型シナリオ（代表例）

✓ 観光を含む農業・漁業等の産業が大きく悪化するシナリオ。

✓ 壱岐に住み続けたい人や愛着を持つ若者、伝統文化を重視する風習
も低下し、幸福度も大きく悪化する。

シナリオ５～８

総人口

社会増減自然増減

漁獲高

50歳代以下の

漁港組合員数

漁業就業者数

漁業所得300万

円以上に達し

た経営体数

50歳代以下の農業

従事者数

生産農業所得

新規就農者女性就農者

農業所得1000万円

以上の経営体数

壱岐市は住み

やすいところ

だと思う人

今後も壱岐市

に住み続けた

いと思う人

壱岐市への愛

着があると回

答した高校生

幸福感

人口 漁業 農業 市民生活

※シミュレーション結果を基に、各指標の変化を5段階で簡略化して表記

【各シナリオの詳細】
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③どうすれば実現するのか？
各未来像に行き着くまでの軌跡を、分岐図として可視化しました。最も良いシナリオであるGr1に行き着くためには、
2028年・2029年・2032年に分岐があり、早い段階から未来を見据える必要があります。

2026

2031

2036

2041

2046

2050
Gr1 Gr2 Gr3 Gr4 Gr5 Gr6 Gr7 Gr8

2028

2029

2032

2039

2031

2045

2047

20



③どうすれば実現するのか？

Gr1

2028

2029

2032

XXXX

２～３年後の
分岐について

6年後の
分岐について

• 悪化シナリオに向かうか否かの重要な分岐
• 第１次産業、住民生活面で良化が必要
＝島内の基盤づくりにも注力

• 全体的に良化するか否かの最後の分岐
• 初めて観光振興の要因が出現
＝島外からの外貨獲得などにも注力

壱岐新時代プロジェクトの推進による産業連携によって、地域の魅力をアップデートする取り組みが必要条件です。
（島外からヒト/モノ/コト/カネを取り入れ、島内を元気にしていく）

• ２～３年後の分岐では、高齢化、産業担い手不足の影響から、第一次産業の持続可能性（担い手確保や
生産性の維持）を向上させる取り組みや、健康寿命の延伸など、生活面の要因を特に意識する必要があります。

• ６年後の分岐については、全体的に良くなるシナリオ（Gr1）に進む最後の分岐となります。観光振興に関する
要因の優先度を上げ、第一次産業の基盤等の上に、さらなる外需獲得を図る必要があります。
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壱岐市

未来シミュレーション

人口

分岐解析

目指すべき未来像

要因分析

✓ 社人研予測よりも大幅に人口減少が改善
されたシナリオが導き出された

政策実行による人口減少の抑制効果を確認 全体的に良化する目指すべき未来像を確認

2-3年後、6年後に重要な分岐あり 「島内」＋「島外」両面の必要性を確認

✓ 特に政策実行により、社会増を
達成するシナリオが導き出された
ことは特徴的

✓ 一次産業を中心に産業活性が進み、
移住者増が進み（それにより社会増を
達成する）、地域への愛着や住みやす
さを感じる人も増加するような全体良化
シナリオも導き出された

✓ 今から2-3年後に、全体的に悪化する
シナリオ群との分岐タイミングが到達する

✓ 今から6年後に、社会増を達成するか否かの
分岐タイミングが到達する

✓ 今から2-3年後の分岐では、市民生活に
関する「島内」の要因が多く、その後は観
光消費額の拡大といった「島外」含めた
経済面の要因が多く導き出された

直近は市民生活面の重要性を確認

シミュレーション結果のまとめ

22


	Slide 0
	Slide 1: 未来シナリオシミュレーションとは
	Slide 2
	Slide 3
	Slide 4
	Slide 5: 壱岐市版因果連関モデルの開発
	Slide 6: 生成AIの活用
	Slide 7: 未来を変えるための条件設定
	Slide 8
	Slide 9
	Slide 10: ①人口減少を抑えられるのか？
	Slide 11: ①人口減少を抑えられるのか？
	Slide 12: ②目指すべき未来像は？
	Slide 13: ②目指すべき未来像は？
	Slide 14: ②目指すべき未来像は？
	Slide 15: 【各シナリオの詳細】
	Slide 16: 【各シナリオの詳細】
	Slide 17: 【各シナリオの詳細】
	Slide 18: 【各シナリオの詳細】
	Slide 19: 【各シナリオの詳細】
	Slide 20: ③どうすれば実現するのか？
	Slide 21: ③どうすれば実現するのか？
	Slide 22

